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こうした問題関心のもと本稿で取り上げるのは、英国の Remand Fostering である。Remand 
Fostering とは、犯罪をおかした子ども・若者 2 の一部を対象に、裁判所の審理や判決を待つ短期間、
インテンシブな里親委託が提供される仕組みである。少年院のような拘禁に至る前段階での予防・
再犯防止を目指す流れに位置づけられ、いわゆる「入口支援」にあたるといえよう。本稿の目的は、
英国の Remand Fostering を紹介する中で、上述のような非行少年を取り巻く法制度変革期にある
日本に示唆を得ることである。
2019 年 8 月に英国の民間里親支援機関 Barnardo’s（以下、バナードス）のバーミンガム市 3 事務
所を訪れた際のヒアリング内容に、帰国後収集した文献の情報を加えて構成している。本稿の流れ
としては、Remand Fostering の概況、成果と課題をおさえたのち、現役 Remand Foster Carer と
1　 全国の少年院在院者を対象に、家族および家族以外の第三者から受けた虐待体験を調査した羽間




3　 Birmingham City Council HP によると、今回訪ねたバーミンガムは 114 万人強（2018）の人口規模と、
英国でロンドンに次ぐ都市であり、ウェスト・ミッドランド地域に位置する。2011 年のセンサスでは、
人口の半数近くが、パキスタン、インド、カリブなど多様な背景をもつ。2008 ～ 2010 年頃は、Ofsted
から自治体の子どものサービスについて改善が必要であると評価されていた。2018 年に Birmingham 






チャリティ団体のひとつである。英国で Dr. Barnardo による設立以降 150 年以上にわたり、児童福
祉領域の支援を牽引してきた。1970 年代には大規模な施設運営から家庭での養育支援に移行し、現
在は社会的養護以外にも障害児サービス、子育て支援サービス、セクシュアルマイノリティやホー
ムレスの若者支援など、実に幅広いサービスを提供している。2019 年 8 月 19 日から 22 日にかけて、
共同でバナードスの里親支援部門、子育て支援を担う Children’s Centre、養子縁組部門の Adoption 
plus を訪問した。本稿で使用するのは、里親支援部門のソーシャルワーカー、里親、自治体のソーシャ
ルワーカーのヒアリングデータである。
2．Remand Fostering の背景　―Child Protection と Youth Justice －






ズコミッショナー 5 の報告を見てみると、イングランドに限定しても、安全な食事をとれない（food 
insecurity）深刻な状況を経験する 0 ～ 14 歳の子どもは約 196 万人と同年齢人口の 19.5% を占め（2017
年）、典型的な 30 人のクラスのうち 6 人はリスクのある家庭環境で育つという。こうした状況で英
国では、子どもの福祉はすべての子どもを対象とし、ニーズの深刻度に応じて対応されている（増
沢 2019a:29、2019b:19）。最新の全体像は図 1 のように示されている 6。およそ 1200 万人の児童のうち
家庭環境のリスクにより支援の必要な子どもが 230 万人、この中で児童福祉サービスと接点のある
子ども（通報はあったが介入はない、Troubled Families Program7 の対象になったものの支援には
至らない家庭、ヤングケアラーなどの子ども）は約 76 万人おり、さらに困難を抱えた家族のもとに
ある子ども（TF プログラムを通した支援がある家庭子ども、2019 年 3 月）約 27 万人、とくに支援
4　 英国政府の公的刊行物でインターネットに公開されている政策資料のほか、古いが国際比較を扱ったま









6　 Children’s commissioner “Childhood vulnerability in numbers Need, spend, and the millions of children 
in England who miss out” より転載、日本語訳追加。
7　 英国議会の研究情報機関 The House of Commons Library によると「犯罪、反社会的行動、不登校、失業、
精神衛生上の問題、家庭内暴力などの複数の問題を抱える家族を対象とした介入プログラム（イングラ
ンド）」を指す。
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の必要な子ども（TF プログラムに限らず様々なニーズのある子ども、2018 年 3 月）が含まれ、最
も支援度の高い集中的な法的支援の要る子ども（児童保護となる子どもや里親委託等のインケアの
子ども）が 12 万 8000 人である。その一方で、家庭が脆弱な状況でありながら支援の届いていない
子どもたちも約 83 万人にのぼるとされる。          




子 ど も は 404,710 人（2018 年 11 月 ）




童法（the Children Act 1989）とその
関連規則によって整備され（Colton 
and Williams 1997=2008）、改訂を重ねながら現在に続いている。その責任の主たる担い手は、地方





26,36-39）をまとめたものだ。CSC は通告を受理した場合 1 日以内に調査が必要なケースかを判断す
る。緊急保護の必要がなければ、通告後 1 週間以内にソーシャルワーカー主導で地方自治体のプロ
トコルに従ったアセスメントを完了し、通告から 45 日以内に子どものニーズについてアセスメント





親委託等の検討対象になり、その場合は CSC から家庭裁判所にケア手続が行われる（増沢 2019b:23-
26,36-39）。こうした子どもたちは、上述した図 1 でいえば、最も支援度の高い、集中的な法的支援
の要る子どもに含まれる。里親委託には種類があり、緊急、短期、長期、障害児やきょうだい児、レス









パイト、親子委託などとならび、人身売買や性的搾取を受けた子どもの養育や Remand Fostering があ
る 11。
CSC が子どもを里親委託等するとき、地方自治体に登録する里親にあずけるだけでなく、子ども
のニーズによってはバナードスのような民間機関 12 の里親委託サービスを買う。Remand Fostering
はかなり専門的な里親委託であり、ヒアリングを行った自治体（ウォーリックシャー）の場合も、









民法 Criminal Justice and Immigration Act 2008」14 であるという。同法が少年の処分につき少年犯
罪の防止と再犯防止を考慮すべきと掲げ、また少年の社会内処遇の大幅な改革を行うものだったこ
とを鑑みると、2000 年代以降の英国においては成年と少年の両者について「再犯防止」が強調され
る傾向にあると考えられる（高橋 2017）。少年司法委員会 / 法務省の「少年司法統計」（Youth 
Justice Statistics2018/19 England and Wales）によれば、10 ～ 17 歳の少年犯罪の対応件数は長期的
に減少傾向にある。たとえば逮捕件数はおよそ 60200 件と過去 10 年間で 77％減少し、前科がなく初





11　 バナードス HP、独立型フォスタリング機関の 1 つである UK Fostering HP の里親種類紹介より。バナー
ドスのような専門的な里親委託を提供する団体では、Remand Fostering のほか人身売買の被害など搾
取された子どもを特に対象とするような種類の里親委託も行う。
12　UK 全体でこうした独立型民間フォスタリングエージェンシーが 308 団体登録される（ヒアリング）。
13　 10 歳未満で犯罪を含む違法行為をした者が少年司法手続の対象になることはない。10 歳未満の違法行




14　 元は 1998 年に誕生した「犯罪および秩序法」。同法は 1997 年に誕生した労働党政権下で最初の主要な
刑事司法立法として成立した。1997 年内務省白書では、「もう赦さない」（No More Excuses）の標題が
つけられ、親の指導監督能力の欠如等を主要な要因として少年犯罪の削減に取り組むものである。横山
潔（2000）には 2000 年当時の全訳と解説がある。
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2018 年 4 月から 2019 年 3 月の 1 年で、起訴されたうち 7 割ほどには少年裁判所が処分 15 を言いわた
しており、「社会内処遇」が最も多く 66％（うち 65％は付託命令、少年更生命令が 34％）、すぐに拘
禁となるケースは 7％（うち 76％は「施設内処遇処分 16」）にすぎない。ヒアリングしたウォーリッ
クシャーの自治体ソーシャルワーカーの説明によれば、Remand Fostering は裁判の前や審理中に、
子ども・若者に司法関与が必要だが実家庭には返せない場合に使用される。裁判所が処分を決定す
るにあたり、ここでの行いによっては拘禁を避けるように少年犯罪チーム（Youth Offender Teams: 
YOTs）は裁判所に意見を出すこともでき、ある種の試験観察のような機能として理解できよう。
以上のような手続きにおいては、少年司法委員会（Youth Justice Board: YJB）の監督のもと、地
方自治体の YOTs のはたらきによるところが大きい。YJB は「犯罪及び秩序違反法 Crime and 










UK Fostering HP の「Types of fostering」によれば、Remand Fostering は、少年裁判所から公
的なケアに戻された若者たちを引き受けるもので、その措置は通常短期間である。Remand Foster 
Carers は少年司法と少年非行チーム（Youth Justice/Offending Teams）と緊密に連携し、子どもに
とっての最善の結果を得るように活動するという。具体的には、英国教育省のレポート「The 
fostering system in England: Evidence review Research report July 2017」（p50 ～ 51）によると、
Remand Foster Care は「Children and Young Persons Act 1933 あるいは Crime and Disorder Act 
15　 高橋（2017:49-50）によると主たる処分は大別して「第一次処分」（First Tier Disposals）、「社会内処遇処分」
（Community Disposals）、「施設内処遇処分」（Detention and Training Order）の 3 種類。
　  「第一次処分」：日本における単純執行猶予および保護観察付執行猶予にあたる処分のほか、罰金含む。
　   「社会内処遇処分」：「付託命令」（Referral Order）、被害者やコミュニティへの賠償を命じる「賠償命令」
（Reparation Order）、電子監視や社会奉仕活動、薬物依存症治療等のプログラム参加などの遵守事項か
ら必要なものを裁判所が選んで少年に言い渡すといった「少年更生命令」（Youth Rehabilitation Order）
　   「施設内処遇処分」：4 か月～ 24 か月の間、少年を施設に収容する処分で、少年は言い渡された期間の 2
分の 1 を施設内ですごし、残りの 2 分の 1 は社会内で過ごすことが予定される。少年の社会内処遇につ
いて N. Pamment（2016）も詳しい。また、英国少年犯罪全般は、版を重ねた J. Muncie（2015）など。
16　 収 容 先 は、 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー（a secure training centre）、 子 ど も の 家（a secure children’s 
home）、または 18 歳未満の青少年犯罪者施設（若年男性のみ , young offender institution）である
（Guidance Placing young people in custody: guide for youth justice practitioners HP）。





1998」下で裁判または判決を待つ子ども、または「Police and Criminal Evidence Act 1984」下で地
方自治体の施設に留置されている子ども、または居住要件をともなう「監護命令」（Supervision 
Order）の対象者、に提供されるものとしている。現在英国で Remand Fostering のもとにある子ど





最小手当 （2020 年～ 2021 年）が載っている。子どもの年齢や、地方自治体か民間機関か（民間機関
内でも差がある）、子どものニーズ、里親のスキルなどによって手当は異なるが、週の最低額は以下
の表 1 のようになる 18。
表 1　UK Gov. HP Foster carers
 0 ～ 2 歳 3 ～ 4 歳 5 ～ 10 歳 11 ～ 15 歳 16 ～ 17 歳
ロンドン £152 £155 £174 £197 £231
南東地域 £146 £150 £166 £189 £222
そのほかの地域 £132 £135 £149 £170 £198
Remand Fostering は一般的な里親委託よりも専門的であり、里親に支払われる手当も一般的なそ
れより高額になる。たとえば北ロンドンの 5 つの特別区の協定「NLAFC Funding of Specialist 
Remand Foster Carers」では、2014 年、1 人の Remand Fostering の委託につき週 850 ポンドを





Remand Fostering のまとまった知見を示した J. Lipscombe（2006:33-42）によれば、Remand 




18　 教育省のレポート「The fostering system in England」では、独立型の民間フォスタリングエージェン
シー（Independent Fostering Agency）のサービス料金にはかなり幅があり、里親委託への地方自治体
の支出にもばらつきがあると指摘している。上記の価格は参考までにみていただければと思う。
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た（Lipscombe 2006: 33-42）。M. Walker et al（2002）によると、英国の特別な / 専門的なフォスタ
リングの場合、初期によく知られていたスキームのひとつはケントプロジェクトであった。1990 年
代には、特別なフォスタリングと「伝統的な」フォスタリングの境界があいまいになるとともに、
特別なフォスタリングの進展がみられるようになり、年長の若者に対する Remand Fostering もか
なり知られることとなったという 20。
以上の 2000 年代初頭の知見に加え、近年の関連する国際動向のひとつに、Alternatives to 
Custody Project（2015）があがろう。Remand Fostering は少年が公判前や公判中にとられる措置
だが、こちらはより幅広く社会内処遇のもとでのフォスタリングを含めた話である。同プロジェク




論上可能だが実践されていない国も多く、Treatment foster care や Intensive fostering とならんで
Remand Fostering のスキームも紹介される（Alternatives to Custody Project 2015: 6-9）21。このよう
に Remand Fostering を含めた専門的なフォスタリングは、一般的なフォスタリングと一線を画し
つつ様々な役割を期待されるようになってきている。





























そして、Remand Foster Carers の養育スタイルとして養育に重きをおくか、あるいは規制的かとい
う 2 つがあげられていた。2 つは連続性のあるもので、まただれもがどちらかのスタイルのみに依拠
するわけではなく、どちらの側面ももつ者もいるという。そうした難しさはありながら、Remand 
Fostering は有用と考えられている。Lipscombe（2006: 38）で Remand Foster Care の潜在的利点
としてかかげられたのは、保釈問題を解決しうること、司法関与が必要だが実家庭に返せない若者
たちに安定した家庭を提供でき、実家族からは得られないであろう手助けや支援を与えられること、
などである。Remand Foster Care はコミュニティのなかで行われるが、必要であれば、若者に負の
影響を及ぼす友人や家族と距離をおかせることもできる。また、必要なときに裁判に出廷するのを
保証し、再び罪をおかす機会を減らすのにも寄与する（Lipscombe 2003:45）。さらに、Alternatives 
to Custody Project の背景にあるように、インテンシブなフォスタリングが子どもの身体の自由を奪
う処分は適当でないという考え方にもそぐうものなのだろう。











しく “almost the lifetime” 里親を続けている方である。長らく長期里親で、6 人を養育し、うち 4 人（男
子）は 9、10 歳から委託され 10 年ほどともに暮らした。その 4 人は現在マーフィーさんの自宅には
いないものの、行ったり来たりして家族の一員として関係が続いている。マーフィーさん夫妻は、
年齢的なこともあって長期里親として若者にかかわり続けるのが困難であったこと、バナードスと
は継続的に活動したかったことから、委託期間の短い Remand Project に移行した。若者をみるとい
う点では長期里親時代と同じだという。Remand Fostering では、必ずひとり専従の養育者が必要で
ある。長期里親だったときマーフィーさんはほかで仕事をしていたが、現在は妻が自営業をしてい
るため、マーフィーさんが専従の Remand Foster Carer となっている。




呼ばれる地域で youth justice and exploitation のサービスマネージャーをしている。長年少年司法
にかかわっている経験豊かなワーカーである。現在はマネージャーであるので現場には出ないが、
Remand Fostering の措置に関しては責任者である。ウォーリックシャーでは Remand Fostering の
サービスを使う場合、バナードスと契約しているので、ほかの団体のサービスは使わない。予算は
国と地方自治体とから出る。
Barnardo’s の Remand Fostering
1995 年から約 25 年間、バナードスでは Remand Fostering のサービスを提供してきた。先述のよ
うに、バナードスのウェスト・ミッドランドに登録する Remand Foster Carers は 5 名である（一般
の里親は 35 名）。1 人の Remand Foster Carer としての仕事は 3 年から 5 年程度と短く、また委託








Remand Fostering を検討する場合には、自治体の Youth Justice Teams からバナードスに電
話が入る 23。
⃝　 トレーニングを受けた Remand Foster Carers は、基本的に常に子どものニーズがあれば応じ
られるようなファシリティーとしての認識で生活している。
⃝　 地方自治体の Youth Justice Teams は裁判所に Remand Fostering という選択も可能である
という意見を出すことができ、最終的に少年裁判所が処遇について処分を出す。
Remand Fostering の枠組みに入る





22　 YOTs のワーカーが所属するウォーリックシャーは、2014 年時点で 118800 人の 18 歳未満人口がお
り、ヴァルネラブルな子どもは 12760 人から 41496 人とされる（ウォーリックシャー市 HP 「Helping 








⃝　 あずかるのはおおむね 15 ～ 17 歳の子どもであり、期間は 3 か月～ 15 か月と幅がある 25。

























24　 スミスさんによれば、電子タグをつける場合、電波を受信する受信機を Remand Foster Carers の自宅
に置かねばならず、受信機をおいてくれない家もあるという。しかし、バナードスの Remand Foster 
Carers は皆おいてくれるという。
25　 期間に幅があるのは、この Remand Fostering は裁判や判決を待つ間に使われるので、裁判所が子ども
の様子をみて次の処分を行うまでの期間による。
26　 実際は Remand Fostering から出た後の帰住先がなく、Remand Fostering に滞留してしまう問題が起
きている。4 − 2 の課題、ジレンマの項で後述。














































相手の親にばれなかったので良かった、といったエピソードの断片から、Remand Foster Carers の












4 － 2．YOTs ワーカー　スミスさん









は幾度も裁判所の信頼を得ることの重さについて語っていた。25 年の Remand Fostering の歴史を
もつバナードスも、時間をかけて共にハードな仕事をこなしながら信頼をゆるぎないものにしてき
たのだろう。バナードスの Remand Fostering の措置に対して、少年裁判所は単なる電子タグ以上
の信頼を寄せているという。Remand Foster Carers が良い養育者で高いクオリティーのケアを提供
するのはもちろん、報告をするなどしながら裁判所との関係性を維持し真摯に取り組むことが、
Remand Fostering サービスを自信をもって使ってもらうために必須であるそうだ。Remand 
Fostering のスキームが少年司法と密に協働してきた経緯がうかがえる。












なっている。いわゆる “a debt of bondage” という。里親のマーフィーさんも同様にドラッグの問題
について話していたが、スミスさん曰くナイフなどの武器を使用した犯罪も増えているという。そ
ういった子どもたちを罪の重さだけでもって少年刑務所に入れてもあまり更生できず、ニーズのあ





























例として、ある大変重大な事件を起こした少年について、バナードスの Remand Foster Carers が休
暇をとるべきではないときにとったために Remand Fostering の空きがなくなってしまい、本来な
らば Remand Fostering を提案したかったケースにも関わらずかなわなかったとして、遺憾をあら
わにしていた。子ども・若者は Remand Fostering の空きがあるときにやってくるわけでは当然な
いので、数を確保しておかないと必要なときにサービスを提供できない。スミスさんは起こりがち












要があると考えているからだ。4 − 1 の「喜びや意義を感じること」で示したように、短期間で若者
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いわけではなく、マーフィーさんの Remand Fostering の子どもが通学中の他の子どもをナイフで
脅しお金をとろうとしたことがあったが、その家にはばれなかったのでラッキーだった…というエ





















みにマーフィーさんいわく Remand Fostering が他のジェネラルな里親よりもステップアップした
位置づけということではないそうで、担い手（Remand Fostering でいえば里親）にとっても、長期






き部分があるとしたらどのような範囲のことか、ということである。①に関して、2019 年 7 月、少
年司法委員会のレポート「Annual report and accounts2018/19」は冒頭にて、司法にかかわった少
27　 マーフィーさんもスミスさんも言っていたが、むろん Remand Fostering は簡単に成し遂げられること































Hollingsworth, K. 2008, “Protecting Rights at the Margins of Youth Justice in England and Wales: 







29　 当時の EU にとって社会から排除された人々の社会的包摂が喫緊の課題であり、刑務所出所者も重篤な
被排除者とされていた。社会的格差の拡大する現在は、貧困・社会的排除と犯罪との相関はますます
強まり、刑事政策が再統合支援施策をいっそう志向しているとして、犯罪者と地域ケアをつなぐ仕組
みで YOTs とオランダの Safety House という多機関連携組織を洗練されたものとして挙げた（小長井
2018）。
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図 2　少年司法制度の流れ（2019 年 3 月末時点）
出典：UK Government HP Ministry of Justice, 2020, “Youth Justice Statistics2018/19England and Wales”
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